
 熊本県公立高校入試徹底分析【理科】 
 【形式・難易度】 

 試験時間  50分  配点  50点 

 問題構成 

 大問４題。生物・地学・化学・物理の分野ごとに小問各２題 

 生物で計12点，地学で13点，化学で13点，物理で12点 

 各問いが１点または２点配点で，横一列組んで正解という例年通りの出題であったが， 

 ３点配点の問題（記号と記述）が１問、はじめて出題された。 

 令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  令和３年度(2021)  令和2年度(2020)  平成31年度(2019) 

 問題量  （A４で）  10ページ分  10ページ分  10ページ分  10ページ分  10ページ分 

 小問数  31問  33問  33問  35問  31問 

 論述問題の数  ５問  ７問  ４問  ７問  ６問 

 論述問題配点  10点  13点  ８点  12点  12点 

 受験者平均点  19.7点  23.5点  26.4点  21.8点  23.5点 
             
 【出題の傾向と対策】 
 ① 「組んで（セットで正解）」の形式の設問が非常に多いため，まずは知識事項を確実におさえておく。 
 　R５年度は，31問の設問のうち，22問（36点）がこの形式 

 ② 教科書内容の知識事項の応⽤的設問が数題出題されるので，学習内容の「何で︖」，「これはどういう 
 仕組みなのか︖」ということは追求して学習しておこう。 



 ③  計  算  問  題  は  計  算  の  方  法  だ  け  が  わ  かっ  て  い  て  も  得  点  が  で  き  な  い。  本  番  で  は  図  や  表  か  ら  計  算  式  を  作  る  こ  と  も  必 
 要である。普段からただ解くのではなく，計算式を立てる練習もしておこう。 

 ④  複  数  の  資  料  を  組  み  合  わ  せ  ，  そ  こ  か  ら  導  き  だ  さ  れ  る  答  え  を  記  述  式  で  解  答  す  る  問  題  に  慣  れ  て  お  こ  う。  入  試  本  番 
 では，求められる解答の要素が一つでも抜けると減点対象になります。 


